
 



 



 

 

 

 

 

 



1. はじめに：被害者の声 自分の命や身体の安全が脅かされる経験や目撃は、
トラウマ的な出来事とみなされます。なぜなら、それが生存者の身体と心に長

期的な影響を与えるからです。生存者はしばしばトラウマ的な記憶に圧倒さ

れ、頻繁にその経験を思い出すことで、危険が過ぎ去った後も持続的な恐怖

や苦痛を感じます。心理的なトラウマを経験した人々は、自分の身体や心が

常に脅威にさらされているように感じ、過去の危険と現在の安全を混同するこ

とがあります。トラウマ的な出来事の侵入的な記憶は現実感を歪め、生存者

が現在の瞬間に安全を感じることを困難にします。このような現在や未来から

の切り離しは、疎外感や身体と魂からの断絶感を引き起こす可能性がありま

す。 

自然災害や生命を脅かす事故は誰にでも起こり得る出来事です。そのため、科学者

たちは長い間、生存者が災害を個人的な攻撃とは認識しないと考えてきました。しか

し、人間は自然の偶然でさえも個人的なものとして解釈し、それを自分の行動に対す

る罰として結びつけようとする傾向があります。 

意図的に深刻な痛みや害を与えることは人間性を侵害します。トラウマは、社会的環

境における人間関係の本質を破壊し、コミュニケーション、言葉、自伝的記憶、尊厳、

平和、自由を損ないます。それはまた、生存者を孤立させ、個人の物語の自然な流

れを止めてしまいます。この序章では、暴力行為や幼少期の虐待やネグレクト、拷

問、恐怖、苦しみを生き延びた人々の声を届けたいと思います。 

1919年にトリノで生まれ、1943年にアウシュヴィッツ収容所に送られたイタリアのユ
ダヤ人であるプリーモ・レーヴィは、収容所の恐怖について最も重要な記録の一つを

残しました。彼の著書『これが人間か』では、犠牲者の非人間化と屈辱が身体的な殺

害に先立つものであり、それ自体が殺害以上に恐ろしいものであることを示していま

す。 

「恐怖に満ちた夢が私を訪れるのをやめたことはありません。時には頻繁に、時には

長い間隔を置いて。私は平穏でリラックスした環境に座っており、明らかに緊張や苦

痛はありません。それでも深い微妙な苦悩、差し迫った脅威の明確な感覚を感じま

す。そして、夢が進むにつれて、ゆっくりと残酷に、毎回異なる方法で、周囲の風景、

壁、人々がすべて崩壊し、分解していきます。その間、苦悩はますます強烈で正確に

なります。今やすべてが混沌に変わり、私は灰色で濁った無の中心に一人でいます。

そして、私はこのことが何を意味するのかを知っています。そして、私はこれを常に知

っていたことも知っています。私は再びラーゲル（収容所）にいるのです。そして、ラー

ゲルの外では何も真実ではありません。他のすべては一時的な休息、感覚の欺瞞、



夢でした……私はかなり深刻な鬱状態に陥っています。私は「適切な医者」としてあな
たに尋ねますが、私は何をすべきでしょうか？助けが必要だと感じていますが、どの

ような助けが必要なのか分かりません。」 プリーモ・レーヴィ（1963年 2月 7日、
p.25；アウシュヴィッツ生存者が友人で医師のデイビッド・メンデルに宛てた手紙） 

プリーモ・レーヴィはさらに多くのトラウマを経験しました。幼少期には頻繁な胸部感

染症に苦しみました。父親のチェザーレはハンガリーで働くことが多く、プリーモと母

親は二人きりで過ごすことが多かったのです。プリーモは痩せていて内気な性格で、

学校では何年もひどくいじめられ、それが彼の「醜さ」と見なされていたことが原因だ

と信じていました。間違いなく、収容所での時間は犠牲者や目撃者にとって言葉にで

きないほどの非人間的でトラウマ的な経験でした。しかし、迫害や人権侵害の文脈で

起こる周縁化の経験、愛着人物の欠如、身体的な病気などの他の要因も、組織的な

暴力や戦争の中で精神的健康の悪化に寄与することを認識することが重要です。 

1987年のレーヴィの死は、世界中の友人やファンにとって大きな衝撃でした。彼の死
亡証明書には「自殺」と記されています。ユダヤ人作家のナタリア・ギンズバーグは、

「アウシュヴィッツでのあの年月の記憶は彼にとって恐ろしいものであったに違いあり

ません。それは彼が常に大きな忍耐力を持って耐えていた傷でしたが、それでもなお

ひどく苦しいものであったはずです。私は、その年月の記憶が彼を死へと向かわせた

のだと思います。」と述べています。（ガンベッタ、1999年の引用） 

 

 


